
Jpeg(Exif)サムネイル偽装手順

作り方の流れはサイト掲載分と同じです^^；

画像がついただけですので期待しないでください

1.使用したソフトウエア

Adobe Photo Shop Elements 3.0

JpegAnalyzer 1.41

Stirling

2.作り方

JpegAnalyzer V1.41をダウンロードしてサムネイルに使いたい画像を開く

開いたら

と

なるので赤い下線の引いてある行の左の8桁の数値をメモしておきます

例1>

00000154

0000053E

バイナリエディタ（Stirling等）のバイナリを書き換えられるソフトを使用してサムネ

イルに使う画像を開いて例1の1つ目（00000154）の8桁の数値のアドレスに移動する



移動すると

FF D8

というデータが見つかるので、そこから範囲選択をしながら（画像↑）2つ目

（0000053E）のアドレスに移動すると

FF D9

があるのでそこまで選択してクリップボードにコピーする（FF D8からFF D9が選択され

ている状態）

次にサムネイルを偽装するファイルをJpegAnalyzerで開いて

と

例2>

000001A4

00000EAC

と書いてある2つの行の左端の8桁の数値をメモしておく

バイナリエディタで偽装するファイルを開いて000001A4へ移動すると

FF D8（画像は割愛）

のデータがあるので範囲選択しながら00000EACに移動すると

FF D9（画像は割愛）

のデータがあるはずなので、そこまで選択する（FF D8からFF D9まで選択されている）

選択したらクリップボードの内容を貼り付けます

貼り付けたら別名（.jpgの拡張子）でファイルを保存します

この状態では      Exif      の規格通りのファイルではない不正なファイルなので使用できません  

JpegAnalyzerで保存した不正なファイルを開くと



◆ ＥＯＩマーカが 2個有ります ◆

◆ 異常な領域・セグメントがあります ◆

の赤字のメッセージが表示されます

恐らく

XXXXXXXX         <=== 不明な領域 X,XXX bytes

のような赤字の行が出てると思うので（Xは数値）

その上にある

****** EOI  :End Of Image   ******

と一緒に<=== 不明な領域 X,XXX bytesの行を選択して領域切り取りを実行します

すると赤字の行が無くなるので別名で保存します

これで完成です

後記

最後は面倒になったので画像は割愛させてもらいます・・・

正直めどいです。ごめんなさいorz

あくまでサイトを見ないで作れるってためだけに作りましたorz

これであなたも少し無駄知識が増えましたね～m9(^Д^)

この方法はあくまでこれまで公開されてきたexifの資料とかみさか氏（JpegAnalyzerの

作者）のソフトが無いと、とってもめどいです・・・

ですのでかみさか氏に感謝感謝です

ちなみにPhoto shop Elements 3以外でできるかどうかは一切確認してません

もしかしたらあなたの使ってるソフトでもできるかもね～程度の無駄知識であり、今後こ

れが通用するかといえばそうでないかもしれないです（？）

あと

このファイルを書き換えて再配布ってのはダメですｗ

どうしても再配布したい！もしくは内容書き換えてより完成したものにしたい！ってひと

はメールで連絡ください


